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論文　 RC 造基礎梁 に 定着 され た ア ン カー
ボル トの 構造性能 に 関する

　　　　実験的研究
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’3

要 旨 ； 本研 究は，RC 造基礎梁に定着 された ア ン カーボル トの 構 造性 能 （支持耐力 ， 抜出 し

性状お よび破壊性 状）を実験的に把握す る こ とを 目的 と して い る 。 こ こ で は，梁勸 ミ 120  

の 薄厚 RC 梁 に，現在，使用 され て い る種 々 の ア ン カーボ ル トを定着 し た場合の 曲げ ・せ ん

断実験 を実施 し ， 耐力 ・靱性能 ・ひ び割れ性状を把握 し た。そ して ，ア ン カ ーボ ル トの 形状 ・

へ りあ き寸法が ，ア ン カ
ーボル トの 定着性 能に与 え る影響に っ い て検討 を行 っ た 。

キー
ワ
ー ド ： RC 造基礎梁，ア ン カ ーボル ト，へ りあき寸法 ，

コ
ー

ン 状破壊 ， 付着破壊

1．は じめに

　建築基準法の 改正 および住宅品質確保の 促進

な ど に 関す る法律の 制定に 伴 い ，小 規模建築物

とくに木造戸建住宅にお い て は ，
RC 造基礎 の 構

造性能 （耐力 ・靭性能）評価法 の 確 立 の 必要性 が

生 じて い る。図一1に基礎 の 配 筋お よび ア ン カ
ー

ボ ル ト （以下 ， ア ン カ
ー）一

例 を示す 。 現在 ，

使用 されて い る ア ン カーは ， 何れ も材料 ， ボル

ト類お よび め っ き仕様が ns の 規格品 または 同

等品 で あ る が，それ らの 定着方 法は ，フ ッ ク ま

た はプ レ
ー

トの 支圧 力に よるも の ，異形 棒銅 ま

た は丸鋼の 付着力に よる もの など様 々 で ある 。

また，2004 年に発 生 した 新潟 県中越地震 にお い

て も多くの 基礎に被害が生 じてお り ， ア ン カ
ー

の か ぶ り厚 さ不足が原 因 とされ る被害 も報告 さ

れて い る （写真一1参照）
1）

　現在 ，耐力に 関する
一

般的な評価 方法は， 

「（財） 日本 住宅 ・木材技術 セ ン タ
ー

：木 質軸組

工法住宅 の 許容応力度設 計
2）
」，   「（社）日本建

築学会 ：各種合成構造設計 指針　頭付 きア ン カ

ーボ ル ト　等
3）

」 があ る。  は 直棒部分 の 付着

力 （建築基準法に おける丸鋼の 付着許容応力度

を用い て計算）に より評価 して い る。一方， 

は直棒部分の 付着力は考慮せ ずに ， 定着部分 の

支圧力 〔コ ー
ン 破壊に よ る耐力）に よ り評価 し

て い る。何れ の評価方法 も定着部分の 形状 （90°

フ ッ ク，180 °

フ ッ ク，定着プ レ
ー

ト，圧接 コ ブ

等）， 直棒部分の 形状 （異形棒鋼 ， 丸鋼）等は考

慮 して お らず ， 評価に あた っ て は矛盾 が生 じる
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図一1　布基礎 とア ンカーボル ト

写真一tRC 基礎におけ るア ン カーの 被害
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表一1　ア ン カーボル トの実験要因およ び実験結果

実験要因 実 験結果 計算値

No． 最 大 耐 力

ア ン カー種類
ネ ジ部

サ イ ズ

軸部

サ イ ズ

σ ♂
【N’mm2 ｝

　σ y
つ

【N／mm21
荷 重

lkN】
変 位

【mm ］

破壊
9

モ
ード

　 　 　
84

● τ ロmax

【MmmZI

丁1
唱

lkN1T
∫
6

【kN 】

Tゴ
7

【kN1T4

°
8

【kN】

プ レ
ート定着

M16 φ14．523 ．953283 ．40 ．7B 一ρY1 ．868412611202A，1A
−2 M20 φ1821 ．7519120O ．BB →C1 ．5712712914319

A−3160
’

フッウ定着 M16 φ1624 ．75811086 ．5B ・→Y1 ．639112611 一

A49 ぴ カ ケ定着 M12 φ10．526 ．058330 ，42 ．5B → Y1 ，59491238 ．4 冒

M22D2220 ．083697 ．21 ．0B9 ．95270130110 一A−5A
ゼ

異 形鉄 筋
M20D1920 ．837372 ．6o ．8Y6 ．977312896 一

’ 1
　ae （Nimm

コ

）： 実験時の コ ン ク リ
ー

ト圧縮強度，寧 2
　CTKN ！mmi ）： 材料試験 に よ るア ン カ

ーボ ル トの 降伏点
゜ iA −1，A−3，A −4，A−6 は ネ ジ部が 降伏 した 時 の 引抜 きカ，14

。τ bmax （N！mm2 ）： ア ン カーに 生 じた最 大 平 均 付 着応 力 度
＊ 5

　T｝（kl，1）
3）

： ア ン カー
筋降伏 （r广 σ y

・A，，σ y ： ア ン カー
筋降伏強度（N！mm

：

）， ！1。： ア ン カー筋ね じ部の 断面 積（Mm2 ））

宰 6
　T2（kN）

2X コ）
ニ コ

ー
ン 状破 壊 （Te・・　O．31VUIA

、
，σ s：

コ ン ク リート圧 縮 強 度（N！mm2 ），　A 、： 有 効 水 平投 影 面 積（mm2 ））

＊7TKkN
）
3）

： 付 着破壊 （乃冨 ta ・
π
・垢 ％ τ。＝ioJilhi （Nimm2 ・異 形鉄 筋 の 場合 ），　ra ＝ L4 （N’mm2 ，丸 鋼 の 場合 ）・

　　　　　　　　　4 ： ア ン カー筋 径（mm ），　 te： 定 着長 さ（rnm ））

＊ s
・T）（kN）

”
・ 支圧 uem （T・・f。’A。，五一凧 σ

。
≦1… f。： コ別 一ト破 圧 強度 （N！mm2 ）・・A 。1 プ レ

ー
トの 班 面積（mrn1 ））

＊ 9B
：付着 （割 裂 ）破壊 ，

　 Y：ア ン カー筋降伏 ，　 C： コ ーン 状破壊

こ とに なる。こ れ らの 形状の 違 い に よるア ン カ

ーの 定着性能 を明確 に し ， 各 々 に対応 した評 価

方法 を確 立す る必 要が ある 。

　本 研 究で は ，RC 造基礎梁に 定着 され た ア ン カ

ー
の 構造性能 （支持耐力，抜出 し性状および破

壊性状）を実験的に 把握する こ とを 目的 と して

い る。こ こ では，梁幅が 120  の 薄厚 RC 梁に，

種 々 の ア ン カ ー
を定着 し た 場合 の 曲 げ ・ せ ん 断

実験 を実施 し，耐力 ・変形 ・ひび割れ性状 を把

礎梁の構造性能に 及ぼす影響を明 らか にす る 。

2．各種ア ン カーボル トの 引抜き実験

2．t 実験計画

　各種 ア ン カ ーの 引抜 き力 と抜出 し 量 の 関係 を

把握す るため の 引抜き実験で ある。 表一1 に試験

体一覧 ， 図
一2に加力装置お よび 図一3 に変形測

定装置を示す 。

　 ア ン カ ーを埋込 ん だ コ ン ク リー ト供試体 の 形

状は ，550x550 
， 深 さ250  の 直方体で ある。

ア ン カ
ー

の 定着方法は，プ レ
ー ト定着 （A −1，A。2），

180°

フ ッ ク定着 （A −3），90°
フ ッ ク定着 （A4 ）

お よび異形鉄筋 （A −5，A ・6）の 4 種 類と した。ア

ン カ ー
の 埋込み長 さは 160   と した。使用 し た

コ ン ク リ
ー

トの 設 計基準強度は Fc＝21N ！mm2 で

あ り，実験時の 圧縮強度試験結果を表一1に示す 。

　　　4』引猿 曹 カ lP，
　 　 ご

　 燗 虞5
’

ロ
ー・

セ レ

振
　　野：

’
｝

　 　 　 ロ　　　　　
の−

」 ぬ
｝

図一2　加力装置
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図一3　変形測定装置
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a ）プ レート b｝異 形 鉄 筋

図
一4　ア ン カーの ひ ずみ分布

a）　プレー ト定着　　　　　b）異形鉄筋

　　　　　 図
一5　破 壊状況一例
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　加力は ， 反力台を ア ン カーか ら埋 め込 み長 さ

以上離 して，自己反力型で ア ン カーに 引抜 き力

（P）を与 え る形式 と し た 。な お ，反力台 の 柱 は

3本 で 齣 ， ア ン カ
ーを中心 として 1辺 が 400mm

の 正 三角形 とな っ て い る e ア ン カーの 抜出 し量

（δ弄 （δgi ＋軸）／2） は， コ ン ク リー ト表 面よ り

50  の 位 置 で測 定 した ため ， 50  分 の ア ン カ

ー筋の伸び量を含ん で い る。

2．2 実験結果

　表一1に実験結果
一

覧 ， 図
一4 に ア ン カ ーの ひ

ずみ分布 ， 図
一5に破壊状況お よび 図

一6 に引抜

き力 （P） と抜 出 し量 （＆） の 関係 を示す。

　（1）プレー トおよびフ ッ ク定着の 破壊性状

　 プ レー ト，
180 °

お よび 90°
フ ッ ク の 定着機構 は ，

図 一4a ）の ひ ず み 分布 か らもわ か る よ うに ， 加

力初期は直棒部分の 付着力 で 抵 抗 して お り、付

着力が喪失 した 後は，プ レー トお よび フ ッ ク 部

分 の 支圧力 に よ り抵抗 して い る。最終破壊状況

は，M20 の プ レ
ー

トで コ
ー

ン状破壊 （図
一5　 a）

参照）を示 し た以外 は ネジ部分の 降伏が先行 し

た
。 各ア ン カ ーに 生 じ た 最 大 平均付着応 力 度

（。τb，，ax ）は 1．6〜19N ！ 
2
，その 時の 抜 出し量

（δ、）は 0．1〜0．2  程度であ っ た．

　（2）異形鉄筋の 破壊性状

　異形鉄筋の定着機構は，図一4b ）の ひ ずみ分

布か らもわ か る よ うに ，最大耐力まで 付着力 で

抵 抗 して お り，♂ 慵 x は 7．ON ！mm2019 ），

lONlmm2   22），そ の 時 の D22 の ア ン カ ー抜出 し

量 は 1  程度であっ た。最終破壊状況 は，Dtg

で ネジ部分 の 降伏が先行 し，D22 では付着破壊

備 　　
　 　

1M1co80

δoro20oo

tro10080

　 60

　　Φ

　 20

　 　 　 　 0

a）乃 クとプ L尸 ト定着

図一6

　 2　　 　　　 　4　　　 　　 　 0　 　　 　　　 2　　 　　 　　 4

　　　　　　　　b）フック定着と具形鉄筋

引抜き力 （P） と抜出 しt （δ s） の 関係

（図一5b ）参照）を示 した。

　（3）ア ン カ
ー

の抜出 し性 状

　図
一6a ）よ りプ レ

ー
ト定着お よ び フ ッ ク 定着

の 抜出 し量 （靱）は，直 棒部分 の 付 着力 が 喪失す

ると同時に増加 して い る。180°

お よび 90°
フ ッ ク

が急激 に 剛性低下 し，その 後も徐 々 に 剛性低下

する の に対 して ，プ レー
ト定着は 剛性低下後は

P・躙 係 は直線的で あ り 義
・1mm 程度で M16 は

ア ン カ
ー

ネ ジ 部 の 降伏 に ， また M20 は コ
ー

ン 状

破壊に 至 っ て い る 。

　異形鉄筋の P一δ、 関係は，最大耐力 の 80％程度

で あ6　a−O．2mm 程度までは抜出し量カミほ とん ど

生 じず ， 付着力 の 劣化 に よる剛性 低 下 を生 じな

が ら 嗣   皺 で最大耐力に至 っ て L ・る 。

3．へ りあきの 小 さい RC梁の 曲げ ・せ ん断実験

3．t 実験計画

　梁幅の 小 さい RC 造基礎梁 に 定着された ア ン

カ
ーボ ル トの構造性能を把握する こ とを目的 と

した ，RC 梁の 曲げ ・せ ん 断実験 シ リーズ で ある。

表
一2　曲げ ・せん 断試験体一覧

ア ン カ
ー
郁分 梁部分

網o． せ ん 断補強筋
種類

ネジ 部

サ イ ズ

軸部

サ イ

へ りあき

　 寸法
主筋

形 状 配 筋

B−1180 °
フツウ 隅16 φ16

B−2 プ レート 離20 φ18
伽

60 

（中央）

2一田 6Pt
＝

1．5斜
（SD345）

135°

フツウ

閉鎖

2−D6P

冒；

0．3研B−3 異 形鉄筋 ●20D19

図 ア ン カー
無

一 一 一

B−518 ぴ フッケ 蘭16 φ16
B−6 プ レ

ート 隅12 φ1635
 

85m
（億 心）

1−D22Pt
＝

1．5嶋
（SD345）

180°

ッケ

シンゲ轟

1−D苛O
隣
＝

0．39覧B−7 異 形鉄 筋 隴 2D ，9
B−8 ア ン カ

ー
無 一 一 一

董
上

§
至
● ：彊 み ゲー

，　　　． ， 鹽 ．

a）プ レ
ー
ト b）興形 c 〕180

°

図一7　ア ン カー
形状
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EflL111　 IE　 IE！k 1 lP
（偏心）　　（中央）

図一8　試験体形状および 断面形状

表 一3　へ りあきの 小さい RC 梁の 計算値 および実験結果

計算値 実験値

No， 梁部分 ア ン カー
部分 梁部分

cQ8 凵 cQmuT1 ／2T ／2T プ2T312T42 確 壊モード ◎Q じ ●Qbo τbm 罐 Qm罫 o δ m 酬 破壊← ド

45、628 ．05 ．65 一 一 付 着 8．65 ．01 ．2329 ．32 ．39 コ
ー

ン

49，065 、163
、528 ．26 ．35 一 174 コ

ー
ン 8．36 ．31 、1449 ．55 ．26 コ

ー
ン

B−1B
−2B
−3B
−4

44．O2a247 ．822 、8 冖 付着割 裂 5．526 ，05 、8126 ．02 ，21 付 着割裂
一 一 一 一 一 梁 せ ん 断 9．5 一 一 52．36 ．21 梁曲げ

45．627 ．75 ．65 一 一
付蒼 8．23 ．2 α6622 ．11 ．03 コ

ー
ン

63．52 ア，96 ．35 一 ↑74 コ
ーン 7．67 ，3t1032 ．02 ．84 コ ーン

B−5B

£

B−7B
−850

．459 ．944
．027 ．947 ．817 ．8 一 付着割 裂 3．317 ．23 ，2419 、01 、66 付 着割裂
一 一 一 一 一

梁せ ん 断 9．8 一 一 49．56 ，74 梁曲 げ

事 1
　cQ ” （XU）

e
： 大 野 ・荒 川 min 式 に よ るせ ん断 強 度，＊ 2

　
。％ 、 （困 ）

の
：RC 規 準 略算 式 に よ る曲げ 終 局 時 の せ ん 断 力

準 3TKkN
）
1）

： ア ン カ
ー

筋降伏 （表
一1 参 照），

寧

ヤXkN ）
3）

：
コ ー

ン状破 壊 （表一1参 照 ，
　Aeはへりあ き を考慮）

’ 5TKkN

）
3）

： 付 着破壊 （表一1参照），
16

　Td〔kN）
3）

： 支圧 破 壊 （表一1参 照 ）

車 TTs ”
〔kN ）

4x5 ＞
：
へり あ きを考慮 し た付着耐力式 （T3’

”＝
α
・

τ a

・
π
・4 ・

　le，α ＝ O．5弖 ＋ 0，5 ，　c ：
へりあ き寸 法（mm ））

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 le
拿 8

．Qc（姻 ）： 曲げひ び割れ発 生時の せ ん 断力，
＊ 9
。魅 （kN）： ア ン カー

最大 付着応力 度 （，τ   （N／mm2 ）） 時 の せ ん 断力
＊ 1°

e（ふ． （kN）： 最 大 耐 力 時 の せ ん 断 力 ，＊ Ue
δmen ［（mm ）： 最 大耐 力 時 の 相 対変形

表一2 に試験体一覧，図一7に ア ン カ ー形状，お

よ び 図一8 に 試験体形状よ び 断面形状を示す。

共通 要因は梁断 面 bxD− 120x250mm ，せ ん 断

ス パ ン 比 aD −　1．8 （せ ん断 ス パ ン a−　450mm ），

コ ン ク リー ト設計 基準皷 聾 2玉N ／ 
2
とした 。

なお，実験時 の コ ン ク リー トの 圧縮強度は σB
＝

28．9N1  
2
で あっ た 。

　変動要因 は ，  ア ン カ ーボ ル トの 定着方法 3

種 類 （プ レ
ー

ト定着，180°

フ ッ ク定 着，異形 鉄

筋）お よび比 較用の ア ン カー無 しの 試験体 ，  

へ りあ き寸法 2水 準 （F60   ，
35  ） の 腰

因 と し た
。

ア ン カ ーボ ル トを梁 幅 の 中央 に 埋 込

んだ試験体 （C − 60，60  ）の 上 下主筋に は 2−Dl6

（SD345 ，　 p ＝ 1．56％），せ ん 断補強筋には 2−D6

（SD295A，恥
鴇0．36％） の 135°

フ ッ ク 閉鎖型補

強筋 を用 い た a また ， ア ン カ
ーボ ル トを偏心さ

せ て 埋 込 ん だ試験体 （c＝ 　35，　 85mm ）の 上 下主筋

に は 1−D22 （SD345 ，　R ＝ 1．54％），せ ん断補強筋

に は 1−DIO （SD295A ，飾
＝ 0．39％）の 180 °

フ ッ ク

型補強筋を用 い た 。

　加力 は，大野式逆対称 モ
ー

メ ン ト形 式に よ る

一
方 向載荷 と した。ア ン カ

ー
を定着 させ た試験

体は ， 図一8 に示すよ うに ア ン カーを引張 り， も

う
一

方 を圧 縮する 方式 と し た 。測定は 梁の 加 力

点 の 相対変形お よび ア ン カ ー
の 抜 出し 量 を変位

計 に よ り ， 主 筋 ，
せ ん 断補強筋お よびア ン カ

ー

の 歪 を歪ゲ
ー

ジに よ り行 っ た 。

3．2 実験結果

（1）破壊性状お よび変形 性状

　表一3 に実験結果，図一9 に各試 験体の 最終破

壊状況および 図
一10 にせ ん断 力 （Q） と相対変

形 （δ）お よ び せ ん断力 （Q） と抜出 し量 （翻

の 関係 を示す 。比較検討用の ア ン カ
ー

の 無 しの

試験 体の破壊モ
ー

ドは ， No．B −4 （閉鎖型せ ん 断
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補強 筋），
NoB ・8 （シ ン グ ル 配筋） とも に 主筋

の 曲げ降伏先行型 となり ， 曲げ降伏時の 相対変

形角は No ．B4 で Ry； 1／145rad．，　 NoB ・8 で Ry＝

11134rad．で あっ た。

　曲げ ひ び割 れ は ， 最初 に ア ン カ
ー部分で 発生

し ， ア ン カー筋に沿 っ て 進展す る傾 向が観 察 さ

れ た。曲げひ び割れ発生荷重は，直棒部分が丸

鋼 の 場合に は へ り あき寸法に 関わ らず 同様 の 値

で あ っ たが，異形鉄筋で は へ り あき寸法が 小 さ

い ほ ど小 さい 値となっ た 。

　 180°
フ ッ クお よび プ レ

ー
ト定着型ア ン カ ーを

用い た試験体で は ， 直棒部分 の 付着力 が喪失 し

た 後に ，定着力が フ ッ ク お よび プ レ
ー

トの 支圧

力に移行 し，最終的 には ア ン カ
ー定着部分の コ

ン ク リ
ー

トの コ
ー

ン 状破壊 を示 し た。なお，偏

心 して定着 した 180°フ ッ クお よび プ レー トで は

側方割裂破壊の様相 も観察 され た 。

　ア ン カ ー
に貼付 した歪ゲージよ り算出 した最

大 平均付着応力度 （erbmax ）は O．7〜 1．2Nlmm2 で

あり，へ りあき寸法の 違 い による影響は顕著で

はなか っ た。抜出 し性状 も， へ りあき寸法の 違

い に よる影響は な く，直棒部分 の 付着が喪失 し

た後 の 抜出 し量が 180°
フ ッ クが プ レ

ー
トに比 べ

て 非常に 大 きくな っ て い た 。

　 また ，ア ン カーに異形 鉄筋を用 い た試験体は

付着割裂破壊を示 し た 。 。τb，nax は ，ア ン カ
ー

が 中

央にある N。B −3 で 5，81Nノ  2
，ア ン カ ーが偏心

して い る NoB −7 で 3．24N’ 
2
で あ り，へ りあき

寸法が 60  か ら 35  と小 さ くな る こ とで
，

。τbmm ［は 56％ に低下 した 。 抜出 し性状 は ， 最大耐

力に 至 るま で 僅か な量で あ っ た。

　（2）最大引抜き耐力

　 図一11にア ン カー引抜 き耐力 の 実験値 と計算

値の 比較を示 す 。
へ りあ きの 十分なア ン カ

ー
の

引抜き耐力 （前述 の 2 項 ）に 比 べ て ，薄肉の梁

におけ る引抜き耐力は小 さくな っ て い る。180°

フ ッ クで は，54％ （c − 60mrn），
　410／o （cr35mm ），

定 着 プ レ ー トで は ， 83％ （c冨60m 皿 ）， 53％

（c・35  ）であ っ た。異形鉄筋で は ，
へ りあき

の 十分 なア ン カ
ー

が 引張降伏で最大耐力が決ま

i）No．3 付着割裂破壊　j）閥o ，7 付着割裂破壊

　　　　　 図一9　最終破壊状況

っ て い るた め，耐力の 比 較は で きない が，付着

割裂 を示 したア ン カ ーの 最大平均付着応力度で

比較 して み る と，へりあき の 十分 な ア ン カ
ー

の

cTbimax 　・ 　10N／mm2 に対 して ， 58％ （c・・60mm ），
　32％

（c・ 　35mm ）であっ た 。 図一11に示す ように，

一653一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstrtute

廿 ん 断力

o （ 

　 6050403020

　 　 　 　 　 　 coru ； 59．9剛

c くtSu＝ 5o．4kN
　 　 　 　 　 　 配 ．　　 ＿t− ’一’一’

ス『N　 輔 鰍

　　／齷
　 　 　 ual　TSげ カ ，

　 　 　 くコ ーン択）

　 ’10
　■

せん断 力
Q（k恥

　 60504030

ios 風夥鉄鰯

（

相対亶形 e ｛  1

！o

cOsu ＝49kN

cQmu 軍65．1kN

hb．51Sぴ 7ッウ

（コ ーン駅 ｝

．．．．．
，
．悪 一

　 　 ！

10
　 ，

宀 く
〆

ノ 南 6 プレ
ーF

’

幽 ，7貝殖鹸 筋
（付驚衂駒

衵対愛形　δ〔mm ）

一2　　　　 e　　　　 2　　　　 4　　　　 6　　 　　 e　　　　 10　−2　　　　 0　　　　 2　　　　 4　　　　 5　　　　 e　　　　 to　 −1

　 a）Q 一δ関係 （ア ン カー中央）　　　　 b）Q 一δ関係 （ア ン カー偏心）

0　　 1　　 2　 −1　 0　　 1　　 2

c）Q 一δ s　 d）Q 申δs

（中央）　　　 （偏心 ）

図一10　せん断力と相対変形およびせ ん断力と抜出 し量の 関係

ア ン カーの 引抜き耐力は へ りあきの 状況，ア ン

カーの 形状に よる破壌モ ー ドを考慮 した評価式

を用 い る必要 が あ る 。 さ らに ， 本 実験は 引張応

力場 に定着 され たア ン カ
ー

の 引抜き耐 力 で あ り，

文献 7）で 示 されて い るよ うに， 引張応力場の 影

響 によ る耐力低下を考慮する 必 要が ある。

　4．まとめ

　 RC 造基礎梁 に定着 され た ア ン カ
ーボ ル トの

構造性能を評価す るに あた り， 本実験範囲内に

お い て以 下 の 知見 を得た 。

（1）　 へ りあき寸法が ア ン カ ーの 直棒部分の 平

　 均付着応力 度に及 ぼす 影響は ， 異形鉄筋で は

　 顕著で あるが丸鋼で は顕著で な い 。

（2）　 定着部の抵抗力 と抜 出し量の 関係は，定着

　 部の 形状に よ り大き く異なる 。

（3）　 ア ン カー
の 引抜 き耐 力は ，

へ りあき の 状態 ，

　 ア ン カ
ー

の 形状を考慮 し た破壊 モ
ー

ド， さ ら

　 に梁 の 応力状態 を考慮 した 方法 に よ り評価

　 する必 要がある。
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